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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本語研究におけるリーダビリティ研究を発展させ，日本語教育のためのリーダ
ビリティの構築を目指すものである。具体的には，日本語教科書コーパスを利用し，６スケールの難易度判別のための
公式を開発した。日本語教育のリーダビリティ公式として「X={平均文長*-0.056}+{漢語率*-0.126}+{和語率*-0.042}+
{動詞率*-0.145}+{助詞率*-0.044}+11.724」（R2=.896）を提案する。そして，このリーダビリティ公式を実際の日本
語テキストにあてはめ，有効性を検証した。さらに，リーダビリティ公式を実装したウェブシステムを構築した。

研究成果の概要（英文）：The research presented in this paper aims at advancing text readability studies 
for Japanese and devises a practical and useful system that contributes to Japanese language teaching, 
learning, and research. More specifically, utilizing leveled corpora mainly consisting of text from 
textbooks of Japanese, we produced the following formula to measure the readability level of a given text 
in six scales: X = {mean length of sentence * -0.056} + {proportion of kango * -0.126} + {proportion of 
wago * -0.042} + {proportion of number of verbs among all words * -0.145} + {proportion of number of 
auxiliary verbs * -0.044} + 11.724 (R2=.896) . The formula was tested against another set of leveled text 
in Japanese to prove its reliability. Lastly, the method was implemented in a computer system that 
calculates and produces the estimated level of a text via a web-based online interface.

研究分野：日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 近年，コミュニケーション能力の育成を目
標とする言語教育の重要性が盛んに指摘さ
れており，それを象徴する動きとして，日本
語能力試験も大きく変化した。とりわけ，改
定後の日本語能力試験では，真正性を重視し
たコミュニケーション能力を測定すること
を目的にテストが設計された。他方，ウェブ
の爆発的広がりや「現代日本語書き言葉均衡
コーパス」に代表される大規模な日本語のデ
ータベースの公開により，生きた日本語テキ
ストが自由に利用できる環境が整いつつあ
る。こうしたテキスト素材を利用することで，
現実のコミュニケーションの場において求
められる日本語能力の実態を学習者に伝え
ることができる。 
 しかし，生の日本語素材は，生の素材であ
るがために，日本語教育の現場では活用しに
くい「粗さ」が存在する。なぜなら，このよ
うな生素材は日本語学習者にとっての難易
度が明らかでないからである。そのため，ど
のような文章を，どのレベルの学習者に与え
るべきかという問題が生じる。こうした問題
に対して，現状では個々の教師の経験に基づ
く直感に頼るしかないところがあるが，「直
感」のような統制できない仕組みによって教
育上の素材が選別されることは好ましくな
いといえる。とりわけ，チーム・ティーチン
グを行う場合など，標準化されたカリキュラ
ムの下で日本語教育を行う場合，こうした課
題は早急に解決する必要がある。 
 以上の背景を踏まえ，本研究では，ウェブ
やコーパスのような生教材を日本語教育の
読解教育に活かすという目的のもとに，文章
の難易度を自動判定するウェブシステムを
開発した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，日本語の読解教育に特化
した文章難易度の自動判定システムを開発
することである。難易度判定システムには，
文章の様々な構成要素（文字種，文の長さ，
語彙項目の難しさ）の出現頻度を統計的に処
理した計算式を実装しており，主に３つの機
能を提供する。1)新規に入力されたテキスト
の日本語教育上の該当レベルを推定する，2)
文章がもつ様々な量的属性をグラフィカル
に提示する，3)既存の辞書システムとリンク
させる。1)と 2)は教師支援，3)は学習者支援
を想定している。 
 こうしたシステムを活用することで，ウェ
ブの普及やコーパス開発によって得られた
大量の生テキスト素材をコピー＆ペースト
のみで日本語教育の教室活動に応用できる

ため，コミュニケーション能力を重視した真
正性のある日本語教育が実現できる。また，
学習者が手持ちのテキストを用いて自学自
習を行う際にも，レベルの適切さを確かめた
り，未習得の語に対して辞書引きを行ったり
といったことができる。そのため，授業の内
外で従来よりはるかに広がりのある取り組
みが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 ３つの作業項目を設定して開発を進めた。 
1) 計算式構築のための基準テキストデータ
の収集， 
2) 統計的な手法を用いたリーダビリティ計
算式の作成， 
3) リーダビリティ計算式のウェブシステム
への実装 
1)は読解教育用の日本語教材と旧日本語能
力試験の読解テキストで構成する。2)では各
テキストに含まれる言語的要素を数値化し，
回帰式を作成する。3)では，プログラミング
言語「Ruby」を用いてウェブブラウザで使用
できるアプリケーションを開発する。研究の
初年次には 1)のテキストデータの収集を行
った。次に２年次に 2)と 3)を行い，プロト
タイプシステムを作成した。そして３年次に
は解析精度を検証し，再び 1)，2)の作業を追
加的に行った上で，3)のシステムへ反映させ，
高精度なシステムを作成した。 
 
４．研究成果 
 本研究の一番の成果は，当初計画した文章
難易度の測定のためのリーダビリティシス
テムが完成し，http://jreadability.net/で
の公開後，安定した運用を持続していること
である。 

図１．日本語文章難易度判別システム 
 



図２．分析結果表示の例 
 
 図１の日本語文章難易度判別システムに
対して，文章を貼り付け，実行を選択すると，
図２の解析結果が表示される。本システムを
使うことで，テキストを貼り付けるだけで文
章の難易度や各種計量的な特徴が確認でき
る。また，本システムは，ウェブ上に実装さ
れているため，いつ，誰が，どこで，使って
も同じテキストに対しては同じ結果を返す。
そのため，日本語教育の様々な場面で素材を
標準化する目的で大いに役立つツールであ
ると言える。 
 本システムは，2013 年 9 月にアルファ版
を公開し，３年の研究期間を通じて改良を重
ねてきた。2016 年 4月には正式版を公開した
が，それまでの利用実績として，合計で 24
万ページビュー，世界 118 カ国からのアクセ
スが記録されている（図３）。 

 

図３ 日本語文章難易度判別システムの 

利用地域（色の濃さは利用頻度を示す） 
 

 本研究では，多くの利用者からのフィー
ドバックを得る目的で，テキストの分析結
果画面にアンケート画面を設置し（図 2），
システムの精度やユーザビリティの向上に
つながる情報を収集した。また，質問掲示
板を設置し，システム利用に関する質問や
それらに対する回答を広く公開することに
努めた。 
 このようにウェブシステムであることの
利点を生かした開発を進める中で，さらに
価値を高める取り組みとして，当初の研究

計画で予定されたものに加え，いくつかの
機能が追加された。その 1つはウェブブラ
ウザ上で入力された日本語テキストに対し
合成音声による読み上げを行う機能である
（Google Chrome で利用可能）。また，テキ
ストを分析した結果をプレーンテキスト形
式もしくは CSV 形式でダウンロードする機
能も追加された。これは教師にとって，教
材として用いるテキストに対し詳細な分析
を行うのに有用な機能である。同様にコー
パスを用いた日本語教育研究や教材開発を
目指す研究者にとっても有用と考えられる。
その他の改良点を含む詳細な開発履歴を以
下に示す。 
 
1) 2013.09.01 日本語文章難易度判別シス
テム alpha 版公開。 

2) 2013.10.10 質問掲示板を設置。 
3) 2013.12.01 テキスト入力インターフェ
イスの一部変更。 

4) 2013.12.01 各種データのTXT／CSVダウ
ンロード機能を実装。 

5) 2013.12.01 語彙レベルによる色分け表
示機能を実装。 

6) 2013.12.02 文章難易度判別結果の評価
送信機能を実装。 

7) 2013.12.03 使用方法の追記。 
8) 2014.09.29 Google Chrome での読み上げ
機能を実装（試験的）。 

9) 2015.08.05 音声合成機能の不具合を修
正。 

10) 2015.08.05 日本語文章難易度判別シス
テム beta 版公開。 

11) 2016.04.20 日本語文章難易度判別シス
テム正式版公開。 
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